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将来への取り組みについては過去の分子研リポートにある通りであるが，特に，法人化１年前である平成１５年は，

UVSOR施設で最初の放射光が観測されて２０年目にあたり，新たな１０年，２０年に踏み出す記念すべき年に位置づけら

れる。幸いにも，その年に，高度化された光源加速器の利用が始まる。施設では高度化された光源加速器（放射光リ

ング）をUVSOR-II リングと呼ぶことに決めた。

高度化後，光源加速器は性能（輝度）が飛躍的に向上し，高輝度な挿入光源を中心としたものに生まれ変わる。そ

れを生かすかどうかは，光源に連結する分光器，測定器を全体として最適化できるかどうかにかかっている。成功す

れば，世界の最新鋭の放射光施設の設備と同等以上のものになりうる。すでに世界水準の最先端の挿入光源ビームラ

インの建設も一部に始まっている。ただし，現在の科学技術行政の中では予算的裏付けは基本的には外部資金が中心

になる。法人化に向けて，組織的にもUVSOR施設としての特徴を出して行かねばならない。

現在，積み残されている概算要求事項は以下のとおりである。

(1)　３０００時間の運転時間の確保

平成１０年度より運転経費が 15％カットされ，運転時間も年３０００時間から 15%前後，削減されている。高度化によ

り施設のビームラインの競争力が格段に強化されるため，少なくとも運転時間を元に戻して，競争力のある内に集中

的に成果を挙げる。

(2)　研究分野の拡大　

２０本のビームラインがあるにも関わらず，予算的に認められている実験テーマは６研究分野９実験テーマだけであ

る。高度化によって放射光分子科学に新たな展開が可能になったため，施設の特徴を生かした７番目の研究分野とし

て顕微分光実験を掲げ，２実験テーマを追加して，成果を挙げていく。

また，法人化に向けて，以下のような検討が進んでいる。

極端紫外光実験施設から極端紫外光研究施設に名称変更し，施設として研究面を強化する。具体的には，現在，分

子スケールナノサイエンスセンターに配分されている高輝度放射光源開発を担当する教授ポストをUVSOR施設に移し，

光源系で光源加速器開発研究部，電子ビーム制御研究部の２研究部体制（教授１＋助手１及び助教授１＋助手１）に

するとともに，観測系も光物性測定器開発研究部と光化学測定器開発研究部の２研究部（助教授１＋助手１が２グルー

プ）に，客員助教授を配置する放射光分光器開発研究部を加えた体制とする。また，UVSOR施設の運営委員会で議論

された結果，ビームラインの高度化の方策として，老朽化して廃止する方向にあるビームラインを除き，成熟したビー

ムラインと高度化によって先端的で高度な研究が可能なビームライン（主に挿入光源ライン）に分け，後者について

は研究内容の厳格な評価に基づいてビームタイムの配分をする必要があるとの方向性が出された。今後，利用研究者

との議論や施設評価結果に基づき，重点化ビームラインを定め，順次，ビームラインの高度化を行っていく予定であ

る。また，祝日に左右されず火曜日から金曜日は必ず研究できるような運転形態にするなど，利用者が研究成果を集

中的に挙げられるための方策を立てる。
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